
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
世話人 古畑 富美江  

近所の方と言葉を交わすようになったYさんが、

誘われて、公園で朝のラジオ体操に行っていまし

た。その様子をみて、いいな〜と思っていただろう

Ｋさん。Ｙさんが行けなくなったとき、Ｋさんに行

くかと聞いてみるとすぐに行きたいと言う。そして

朝６時半前になると喜んで出かけ、「また来いって」

と言われたととてもうれしそうです。 

ラジオ体操から戻ると朝ご飯を食べ仕事に出か

けます。冬季はラジオ体操はやっていませんでした

が、また４月から再開とのこと。喜んで行くことで

しょう。 

また、Ｋさんは時々近くのお店に一人で買い物に

行きます。欲しいものがあると、遠慮せずお店の方

にどこにあるのかと聞きます。お店の方も気持ちよ

く応対してくださいます。持ち金が足りないとき

は、こぶなの家にお店の方が電話をしてくれます。

お金がない時は、残念ですが買うのをあきらめても

らっています。 

特性のある障がい者を地域の一人として受入れ、

関わってくださることを日々の中に感じています。 

グループホームのある日 めだかの家 こぶなの家 

  

世話人 星野 幸子  

Aさんは、２年ほど前より地域の方にお誘い

いただき、月２回“元気な仲間”という高齢者

の集いに参加しています。ゲームをしたり、唄っ

たり、お茶をいただきながらのおしゃべり、と

楽しんでいます。当初は戸惑いもありました

が、地域のみなさまに声をかけていただいたり、

時にはお漬物をいただいてきたりと、ホーム

では味わえない交流の場となっています。今で

は「今度はいつだい？」と訊かれる程となりま

した。 

また、毎年計画される六番町の“ふるさとフェ

スティバル”へは、グループホームのみんなで

出席させていただいています。ホームの献立

には上がらないような料理を食べたり、ビンゴ

ゲームでシクラメンなど色々な景品をいただ

いたり、マジックショーに興じたり、みんなで

合唱したりと盛りだくさんの内容に、楽しいひ

と時を過ごさせていただいています。 

日頃はご迷惑をおかけすることがあるかと

思いますが、みなさまのご理解により、より充

実した生活ができることに感謝しております。

今後もよろしくお願いします。 

日頃はご迷惑をおかけする

ことがあるかと思いますが、み

なさまのご理解により、より充

実した生活ができることに感謝

しております。今後もよろしく

お願いします。 

 

「ひとりだけどひとりじゃない」  12/4（月） 

講師 岸田隆氏（社会福祉法人）森と木総括センター長） 
 

 

市内外の他の事業所の

世話人等と一緒に学び

ました。 

 

塩尻・山形・朝日 

グループホーム連絡会研修会 

11/17（日）世話人研修 

「美味しい減塩食」 

12/15（金）救命救急講習 

11/11（土）避難訓練 

工夫やコツが聞

けて良かった 

実際調理してよく

わかった 

毎年やっていても

慌てちゃうね 

速く！強く！絶え

間なく！ 

初期消火訓練 

地震だ！ 

世話人とちゅーりっぷ

の職員が参加 

～地域のみなさまと共に～ 


